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株式会社　　三栄建設

代表取締役　松尾　克也

環境経営レポート 

 
（活動期間：2022年4月～2023年3月） 

 



1. 環 境 経 営 方 針

環境保全への行動指針

　　①　事業活動において環境に配慮した施工の実施に努めます。
　　　　　

　　②　産業廃棄物、ｺﾞﾐ等の分別を徹底し再資源化率を向上させます。

　　③　電力・燃料の消費に伴うＣＯ2排出量の削減に取り組みます。

　　④　水資源の重要性を認識し節水に取り組みます。

　　⑤ 事務用品、建設資材のグリーン購入を推進します。　

環境経営理念

事業活動における環境負荷を低減し継続的改善による

環境経営を推進していきます。

組織の一人一人が環境経営システムの中で自らがどのような

役割を担っているのか理解し３R　資源の消費や廃棄物を削減

（Reduce）再使用（Reuse)再資源化（Recycle)に取り組み

地域社会の環境保全に努め環境関連法規制等を遵守します。

平成　２２　年　６　月　１０日

令和　　３　年　６　月　　1日

株式会社　三　栄　建　設

代表取締役 　松尾　克也

環 境 経 営 方 針

改訂

制定



2．組 織 の 概 要

三栄建設　全体
活　　動　　規　　模 単　　位 2019年 2020年 2021年 2022年

従　　業　　員 人 17 16 17 17

本社事務室　　床面積 ｍ2 93 93 93 93

倉　　　庫　　敷地面積 ｍ2 420 420 420 420
(収集運搬車　４ｔ　　 ) ( 台 ) 1 1 1 1
(収集運搬車　３ｔ　　 ) ( 台 ) 4 4 4 4
(収集運搬車　２ｔ　 ) ( 台 ) 2 2 2 2

受託した産業廃棄物処理量 (   ｔ   ) 1105.9 576.95 710 618

【会社概要】
商　　号 株式会社　三栄建設
本　　社 広島市東区光が丘１４－１５

資　本　金 　２,０００　万円
売上高 57，071万円 (4年度実績）

会社成立年月日 昭和　４６年　３月　１５日

目　　的 １．土木工事、とび・土工工事、石工事、ほ装工事、塗装工事、 
　　鋼構造物工事、その他土木工事の請負及び施工
２．前号に関連する調査・設計及び監理
３．産業廃棄物の収集・運搬および処理事業
４．前各号に付帯する一切の業務

・建設業関係
　特定建設業
　広島県知事　許可（特－4）　　第４９６４号
　令和４年１２月３日　～　令和９年１２月２日　まで　
　土木工事業 舗装工事業　石工事業　塗装工事業　
　とび・土工工事業　しゅんせつ工事業　水道施設工事業
　鋼構造物工事業

・産業廃棄物処理業関係
許可番号 　広島県　第３４０９０１６００７号

許可有効期限 　平成３１年　４月　８日　～　平成３６年　４月　７日
区　　　分 　収集運搬（積替え・保管は含まない）

産業廃棄物の種類 　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木くず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作物の新築、
　改築又は除去に伴って生じたものを除く。）、陶磁器くず及びがれき類
　（これらのうち石綿含有産業廃棄物を含み、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、
　鉛蓄電池の電極、鉛製の管又は板、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ、廃容器包装、
　自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）
　以下余白

産業廃棄物処理料金 　別途　見積書による。
　現物、性状確認後見積書を作成します。

3. 対 象範 囲

ｴｺｱｸｼｮﾝ21認証・登録

　　　　　　　　対象活動範囲 　　道路等の舗装工事施工及び産業廃棄物収集運搬業
　　　　　　　　　対象事業所 本社、資材置場

機　　構　　図

　　　　連絡先　電話：　０８２－２６４－３９２４　　ファックス：　０８２－２６２－５５６２

代表取締役　社長 松尾　克也

社　員

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　　　　環境管理責任者：　播摩　英里子

本　　社

　　　　環 境 管 理 者  ： 播摩　英里子　　　

社　　員
工事現場

施工担当者



様式　5-01　（環境実施体制の構築）
作成日：　２０１０年　６月１０日
改訂日：　２０２１年　６月　１日

株式会社　三栄建設　　　　環 境 経 営 シ ス テ ム 組 織 図

　認証・登録の適用範囲

　住所：広島市東区光が丘１４－１５

対象事業所：　　本社、資材置場

　活動：広島県知事許可の特定建設業者
　　　　として舗装土木工事の施工、並びに
　　　　広島県・市許可の産業廃棄物収集運搬業

代表者　（社　長） ・環境経営に関する統括責任

・松尾　克也 ・環境経営システムの実施に必要な人・設備・費用・時間・技能、技術者の見直し準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動実施計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営マニュアルの承認、環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・播摩　英里子 ・｢環境関連法規制及びその他要求事項一覧表｣を承認

・環境目標・環境活動実施計画書を確認

・環境活動の取組み結果を代表者（社長）へ報告

・環境経営マニュアルの承認、環境活動レポートの確認

総務部門 ・環境管理責任者の補佐

　（播摩・広兼） ・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境関連法規制等取りまとめの表を作成し表に基づく順守評価の実施

・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録
施工部門 ・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・大村　幸司 ・問題点の発見、是正、予防処置
・播摩　知幸 ・従業員に対する教育訓練の実施

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の環境事務局報告
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の環境事務局報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境保全活動の取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境保全活動へ参加
・環境改善への意見提案や環境問題・異常時の上司への報告

施工担当者

指示・協
力・教育

代  表  者
代表取締役社長　　松尾　克也

環 境 管 理 責 任 者
播摩　英里子

担　　　当 役　割　（　責　任　・　権　限　）

 総 務 部 門  施 工 部 門
取締役専務　　大村　幸司

播摩・広兼 取締役副社長　　播摩　知幸

協
力
会
社



4．主な環境負荷の実績

単位 2020年度 2021年度 2022年度
kg-CO2 98951 81497 95806

ｋWh 7499 7839 7452
L 7429 7403 8249
L 29699 21253 25922

㎏ 867 980 979
トン 875 1,776 10
トン 576.95 710.00 617.60
㎥ 194 237 222

注）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、中国電力H29年度実績

5．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

ｋＷｈ 7,873 7,637 7,558 7,479

対基準 (２０１8年度基準） ▲3％ ▲4％ ▲5％

Ｌ 7,073 7,002 6,932 6,861

対基準 (２０１9年度基準） ▲1％ ▲2％ ▲3％

Ｌ 25,328 24,061 23,808 23,555

対基準 (２０１9年度基準） ▲5％ ▲6％ ▲7％

％ 90 90 90 90

(２０１７年度基準）

％ 100 100 100 100

㎥ 219 210 210 210

対基準 (２０１9年度基準）

冊 53 53 53 53

回 4 4 4 4

アダプト活動他

回 4 4 4 4

※SDSを確認した結果化学物質（PRTR対象物質）は使用していないため削除することにした。

（２）2022年度の実績
2022年度

基準値 目標 実績 達成度 評価

ｋＷｈ 7,873 7,637 7,452 102% 〇
対基準 (２０１8年度基準） ▲3％ ▲5％

Ｌ 7,073 7,002 8,249 85% ×
対基準 (２０１9年度基準） ▲1％ △16％

Ｌ 25,328 24,061 25,922 93% △
対基準 (２０１9年度基準） ▲5％ △2％

％ 90 90 72.8 80.9% ×

％ 100 100 99.9 99.9% △

㎥ 219 214 222 96% △
対基準 (２０１9年度基準）

冊 53 53 46 115% 〇
対基準

回 4 4 3 75% △
アダプト活動他

回 4 4 3 75% △

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100％、増加を目指す場合は、達成度＝実績÷目標×100％
注2) 評価欄にて、○：達成、△：やや未達成、×：未達成

産業廃棄物の再資源化促進

水道水の節水

ｺﾋﾟｰ用紙の削減

項　目
二酸化炭素総排出量
　電力
　ガソリン
　軽油

2023年度 2024年度

　一般廃棄物
　産業廃棄物
産業廃棄物収集運搬委託

総排水量

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

施工機械・自動車燃料量
の削減　　(ガソリン）

施工機械・自動車燃料量
の削減　　(ガソリン）

環境教育訓練ほか

化学物質

施工機械・自動車燃料量
の削減　　(軽油）

再生材使用の促進

水道水の節水

    0.677kg-CO2/kWh （調整後排出係数を使用）

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

清掃ボランティア

基準年度
2022年度

電気使用量の削減

清掃ボランティア

電気使用量の削減

施工機械・自動車燃料量
の削減　　(軽油）

再生材使用の促進

産業廃棄物の再資源化促進

環境教育訓練ほか

ｺﾋﾟｰ用紙の削減
(使用料）



　

6．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（下記の通り） （下記の通り）

電力使用量の削減 （目標達成出来た）

 ・冷暖房の控えめな使用　（事務所：　冷房　27℃、暖房　20℃　） ○ できた。

・エアコンフィルターの定期清掃 ○ 年末大掃除にできた次年度も年末にする。

・電気機器のこまめなスイッチ切り　（昼休みの３０分間消灯） ◎ 習慣になっているつづける。

・帰宅時の不要な電源はすべて消す ◎

施工機械・自動車燃料量の削減 （目標達成できなかった）

アイドリングストップの徹底 ○

急発進、急加速、急停車の抑制 ○

冷房の控えめ使用 ○ 熱中症にならない程度に。換気もきちんとする。

事前の現場確認 ○ している。次年度も確認する。

過積載を防止する ○ 毎回注意する。

運転日報 ○ 続けて記入する。

環境物品等の調達・廃棄物排出量

（下記の通り） （下記の通り）

再生材使用の促進 （目標達成できなかった）

・工事資材の再生材使用促進 ○ 再生材を利用している。続けて再生材を利用する。

・再生材への設計変更提案 △ 決まっている。確認する。

・再生材使用実績の把握 ○ 再生材使用できている。工事によっては仕方がない。

産業廃棄物の再資源化促進 （目標達成できなかった）

・分別解体の徹底による再生資源化 ○ 次年度も、左記取組を継続する。

・マニフェスト票管理による法令順守 ○ 次年度も、左記取組を継続する。

・工事資材ロスを減らす ○ 次年度も、左記取組を継続する。

水使用量 （目標達成できなかった）

（下記の通り） 仕事での使用料が多かった。どこで使用したか記入してみる。

水道水の節水

・使用後はきちんと栓を閉める ○ 続けて一人ひとり注意する。

・水は流しっぱなしのないよう使用しない時はその都度止める。 ○ 出来た。続けて取り組む。

・洗車頻度の見直し ○ 続けて取り組む。

資源 （目標達成）

（下記の通り） （下記の通り）

ｺﾋﾟｰ用紙の削減 （目標達成）

・文書、書類などの電子化を進め、ペーパーレス化を努める 〇

・印刷、コピー前の設定確認チェツクでミスコピーを削減する ○ 気を付けた。続けて取り組む。

・使用済み用紙の裏紙の再利用を推進する。 ○ 推進した。続けて取り組む。

・FAXが来たら出来るだけ紙にせずにパソコン内でチェックする。 ○ 紙にする必要のないFAXがたくさんある。続けて取り組む。

地域活動 （目標達成）

（下記の通り） （下記の通り）

清掃ボランティア

・本社/置場/現場周辺の清掃活動 ○ できた次年度も、左記取組を継続する。

・アダプト活動 〇 年度末行けなかった次年度も左記取組を継続する。

教育訓練 （目標達成）

（下記の通り） （下記の通り）

環境活動教育訓練 （目標達成）

・教育訓練を実施 ○ 続けて取り組む。

・社外セミナーへの参加 △ あまり行けていない。

印がいらなくなってきているので紙として出さなくてもいいものがふえた。

続けて注意する。

できた。次年度も続けて節電する。

続けて注意する。

評価結果と次年度の取組内容取り組み計画



ガソリン ℓ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
2019
実績(基
準) 627 654 588 804 640 639 474 541 529 506 571 500
2020
実績 436 583 408 488 765 705 724 847 671 630 598 576
2021
実績 598 656 620 572 607 720 649 651 680 490 638 522
2022
実績 583 597 710 657 681 788 646 733 743 548 736 826

軽油 ℓ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
2019
実績(基
準) 1578 1806 2056 2145 1877 1746 2306 2753 1908 2537 2418 2198
2020
実績 2329 2900 2082 2161 3284 2485 3339 3019 2125 2084 1833 2058
2021
実績 2218 1463 1763 1524 1676 1499 1308 1524 2168 1931 1905 2274
2022
実績 2231 1474 1519 1816 2043 3048 1865 2640 1937 2037 3890 1422

2019～2022実績
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電力 KWｈ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
2018
実績(基
準) 622 496 497 576 782 701 476 504 654 867 878 820
2020
実績 706 530 504 541 664 676 443 441 557 952 799 686
2021
実績 599 497 468 564 778 638 612 484 619 885 909 786
2022
実績 590 413 443 637 698 691 500 427 631 812 841 769

水 ｍ３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
2019
実績(基 30 0 42 0 35 0 39 0 36 0 37 0

2020
実績 31 0 39 0 29 0 30 0 28 0 37 0
2021
実績 41 0 46 0 34 0 40 0 37 0 39 0
2022
実績 38 0 38 0 38 0 30 0 50 0 28 0

2019～2022実績
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2019年度から2022年度の出来高当たりの数量

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2021年度

百万 416 322 459 570
kg-CO2 91561 98951 81497 95804

ｋWh 7912 7499 7839 7452
L 7073 7429 7403 8249
L 25328 29699 21253 25922

㎥ 219 194 237 222

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
百万 百万 百万 百万

kg-CO2 220 307 178 168
ｋWh 19 23 17 13

L 17 23 16 14
L 61 92 46 45

㎥ 1 1 1 0.4

・出来高100万円当たりの数量をだしてみると使用量は出来高には比例してない。

・仕事の内容や距離で左右されるのでたびたび目標を変える必要はない。

総排水量

出来高
項　目

二酸化炭素総排出量
　電力
　ガソリン
　軽油

二酸化炭素総排出量
　電力
　ガソリン
　軽油
総排水量

百万当たり数量

項　目
出来高



7．環 境 関 連 法 規 等 の 遵 守 状 況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

(1) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

道路における対象工事・作業の許可申請

(2)違反、訴訟等　　　

　環境関連法規制への違反はありません。

　苦情はありませんでした。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありません。
　

8．代表者による全体評価と見直しの結果

2022年度は年度末サミットの関係で工事が多く前年度より出来高が増えている。

電気は事務所や資材置場だけなので出来高にはあまり関係ない。

・環境経営方針の変更は、　指示なし。

・環境経営目標・計画の変更は、指示なし。

・実施体制の変更は、指示なし。

これからも一人一人が自主的・積極的に環境経営の継続改善に取り組めるようにしていく。

建設リサイクル法

法 規 制 等 の 名 称 該    当    す    る    活    動 遵  守  状  況

廃棄物処理法

道  路  法

騒音規制法・騒音規制法

遵    守

対象工事における届出書面作成

遵　　守

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管、運搬・処
分の委託、管理票運用

指定地域における建設作業と届出

遵    守

継続して道路を使用する対象物件の許可申請

判断基準省令に基づく排出の抑制。再資源化等の取組

遵    守

2023年4月20日

代表取締役　松尾　克也

消  防  法 危険物の運搬のとき標識ｽﾃｯｶｰ貼付け 遵　　守

道路交通法

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源循環促進法 遵　　守

遵    守


